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３．事後評価結果 

 

〇評点： 

A  期待通りの成果が得られている 

 

〇総合評価コメント： 

 

独自の分子組織体である濃厚ポリマーブラシの階層構造化によって新規なナノシステムの構築を図るこ

とを目的とした。合成技術として、多様なブラシ合成ルートの確立と各種ブラシを構成要素とする階層化を

達成した。蓄電デバイス応用では、微粒子状ブラシを３次元的に積層することで不燃型の固体電解質を開発、

３スタック構成のLiイオンバイポーラ型デバイスで９V、また３スタック構成の電気 2重層キャパシタで７．

５Vの高電圧動作を実証した。これらの蓄電デバイスにおいては、濃厚ブラシを基本構成要素とする固体電

解質の高イオン伝導特性から高出力動作が可能であり、不燃型の次世代蓄電デバイスとして期待される。バ

イオデバイス応用においては濃厚ブラシにおける細胞接着抑止機能、濃厚ブラシを付与したナノファイバで

の細胞増殖足場機能が確認され、新たな医療応用への展開が期待される。さらに、本 CREST 領域内の北森

研究代表者、澤田研究代表者との共同研究で、マイクロ流路やバイオセンサーへの応用可能性も実証されて

おり、潤滑性、生体親和性、表面修飾能力を有する濃厚ブラシの適用範囲は広い。今後は、独自の合成技術

による濃厚ポリマーブラシの階層構造体が多様な応用において産業化に結びつく事を期待する。 

 


